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研究成果概要 
宇宙線空気シャワー観測データの解析において空気シャワーシミュレーションは欠くこ

とのできないツールである。世界的に CORSIKA コードへの一極集中が進む中、本研究

では COSMOS コードの改良をもとに新たなコード開発をすすめている。令和 3 年から

公開している COSMOS eXtended (COSMOS X)は大気以外の物質も計算できる応用性

の高いコードである。月例の会議を継続し、COSMOS X の公開と維持、普及を進めて

いる。今年度は以下の活動を行なった。 
• QGSJET III の導入。ユーザーへの対応。Git の更新。 

主要ハドロン相互作用モデルの改訂版 QGSJET III を使用可能にし、COSMOS X 
version 0.09 をリリースした。大気電場が宇宙線強度に与える影響、地上地下の空

気シャワーとミュー粒子の同時観測など、COSMOS X の応用研究に対するユーザ

ーからの質問に対応した。人数制限の課された GitLab をレンタルサーバー上の Git
に移行した。 

• 3 月 24-29 日に開催された「空気シャワー観測によるマルチメッセンジャー天文

学の推進」研究会において、初日に COSMOS X講習会を実施し 33 人が参加した。

事前に Slack でインストールからサンプルコードの実行までをガイドしたのち、講

習では別のサンプルの内容を詳しく解説した。実習でプログラミング初心者にはサ

ンプルコードの改変を、上級者には各自の興味に応じたコーディングのアドバイス

をし、希望の計算の実現に近づいた。短期間であったため、Slack で講習後のフォ

ローも続けている。 
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